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研究成果の概要（和文）：　ホタルなどの生物発光反応を応用して遺伝子の働きを可視化する技術が多方面で応用され
、実験キットや発光測定装置が広く普及している。本研究では、発光量を光子数で測定するための絶対測定技術と計測
標準の開発を行った。全空間に放出される全光子数測定が可能な積分球式分光測定装置の光子数応答度とその不確かさ
を精密に評価し、市販の発光測定装置の感度や、校正用光源の光子数測定を行った。更に生物発光反応の量子収率など
、発光効率に関わる特性を解析した。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of quantitative photon measurements in bioluminescence assays, we 
measured photon number emitted from reference light sources. For precise and reliable absolute measurement
s, we evaluated uncertainty of our integrating sphere spectral radiometer in accordance with the methodolo
gies for spectral radiometry standards. This integrating sphere system had been specially designed and con
structed to measure quite low level intensity of photons from bioluminescence reaction and calibrated usin
g a national standard traceable spectral irradiance standard lamp. We also investigate quantum yield and o
ther enzyme parameters of mutant luciferases to contribute the understanding the biochemistry of firefly b
ioluminescence reaction. These quantitative basis of photon measurement will contribute the applications o
f bioluminescence reaction, which is increasingly employed as gene expression marker to monitor status of 
cellular activity. 
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１．研究開始当初の背景
ホタルの生物発光に代表される

は臨床検査など多くの検査・分析産業に応用
されており、特に発光培養細胞を用いた毒性
検査システムは動物実験禁止という世界的
な潮流の“鍵”になる技術として期待されて
いる。
細胞の形や色で判断
たが、生物発光遺伝子を用いることで発光強
度の変化として計測することが可能となる
ことから、多検体自動分析をも視野に入れた
検査システムとしての実証段階に入りつつ
ある。
この段階で

欠かせない。しかしながら
成される光
子/秒、あるいは
の光を
い。微弱光
使われる
されておらず、それも相まって
度もばらばらのままである
の相互比較に支障を来たす事態（特に異なる
研究グループによるデータの比較において）
が問題となっている。
しての信頼性を確立できない恐れがあり、発
光法による検査システムの普及の妨げにな
ることが懸念されている。また、発光物質の
発光特性の科学的記述が難しいと言う学術
的な問題も孕んでいる。このような問題点を
解決するためには、発光量を絶対値で計測す
る技術の確立が必要である。
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